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 ７月５日、１年生は内雁子の朝日池総合農場から２頭の子ヤギを迎え“入学式”を

行いました。 

 １年生によるヤギ飼育は、生活科の学習の一環として当校の伝統になっており、上

記農場が毎年、貸してくださいます。小屋に隣接するヤギの運動場にも立派な柵が施

され、抜群の飼育環境が整っています。 

 入学式では、「うんちの片付けを頑張ります。」「一緒に散歩したいです。」など、１

年生は、ヤギとの生活に意欲を膨らませていました。 

 翌日から１年生は、ヤギのお父さん・お母さん、お友達として、２頭が元気に育つ

ように、えさやりやふんの片付け、小屋の掃除など、世話を始めました。大切な命を

預かっているので、初めての仕事でも表情は真剣です。教室ではあまり見られない

“ちょっと背伸びをした１年生”の姿です。 

 秋が深まるまで、ヤギとの生活が続きます。１年生は、この貴重な体験を通して、

生き物への愛情はもちろん、協力性、自主性、創造性、優しさ、責任感、勤労意欲・・・・、

数え切れないほど多くの気付きや学びを重ねていきます。その時には、“背伸び”で

はなく、本当に成長した姿を見せてくれることでしょう。 
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今日からお友達、２頭のヤギが１年生へ 



 

 上越市では、教職員の働き方改革を

進めています。大潟町小でも、 

・学校行事や会議の精選 

・通知表の見直し 

・課外活動の廃止 

・忘れ物対応は午後 5 時まで 

・欠席連絡のオンライン化 

などを行い、保護者、地域の皆様から御理解いただいてきました。しかし、大潟町小

の教職員の 1 か月の時間外勤務の平均は、約５７時間（４～６月）で、市教委が示す目標

の４５時間以内を大きく超えています。卑しい話ですが、これに対するいわゆる残業

手当はありません。 

「これを終わらせないと明日の授業で困る。子供たちのために頑張らないと･･･」 

という使命感が教職員を支えています。また、一方では、 

「忙しいから遅くなっても仕方ない。」「先生なら夜でも話を聞いてくれる。」 

という学校風土が残っていることも否めません。 

 学校の業務は個々の教職員に任せられていることが多いため、大潟町小でも、教職

員一人一人がタイムマネジメントできる意識改革、業務改革を進めています。何より

も、教職員が毎日、元気に子供たちの前に立って、子供たちの未来につながる力を育

む教育を行うために、保護者、地域の皆様の御理解と御協力をお願いします。 
 

普段、学校（***-****）へは、7:30～18:30 に御連絡ください。 

※上記以外は、緊急時を除き、原則として電話に出られません。 

※勤務時間（8:15～16:45）外は、職員がいない場合もあります。 

上記の時間以外で緊急の場合は、 

大潟町小緊急電話（***-****-**** 担当：教頭）に御連絡ください。 

※緊急の場合：「命や安全に関わること」（災害、事故、新型コロナの感染等） 
 

■８月８日（月）から１５日（月）までは、日直を置かない無人化になります。 

【御理解ください】 

 夏季休業中、教職員は休みでなくカレンダーどおりに勤務しています。しかし、

各種研修や出張、夏季休暇や年次有給休暇等で不在にすることがあります。普段、

取りにくい休暇をまとめて取得する場合もあることを御理解ください。 

 

御理解ください ～教員の働き方改革～ 

やることが多すぎてとても帰れない。 
ましてや休めない。 

仕事で、午後 7 時でないと学校に
行けないと言われても・・・ 

勤務は、8:15～16:45 だけど、終わらないよ・・・ 

電話対応について 

夏季休業中の学校無人化等について 

 新型コロナウイルスの感染者がまた増加傾向にあります。熱中症予防でマスクを

外す場面と、コロナ対策でマスクを着用する場面の適切な判断を心掛けください。

また、観光地などの旅行先では、これまで同様、十分御注意ください。 

 ２学期開始に、皆、元気に登校できることを願っています。 


